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日
本
に
お
い
て
は
、
古
代
以
来
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
外
国
の
文
化
を
摂
取
し
て
新
た
な
生
活
が
築
か
れ
て
き
た
が
、
江
戸
時
代
の
、

と
く
に
幕
末
に
お
い
て
は
、
医
学
な
ど
を
中
心
と
す
る
蘭
学
が
日
本
の
文
化
に
少
し
ず
つ
根
づ
い
て
き
た
。
大
坂
で
も
幾
多
の
先
学

が
蘭
学
を
と
り
い
れ
た
。
な
か
で
も
、
医
師
緒
方
洪
庵
の
開
い
た
蘭
学
塾
の
適
塾
は
多
く
の
人
材
を
育
て
て
、
日
本
近
代
化
の
大
き

な
力
と
な
っ
た
。

大お
お

戸ど

（
緒
方
）
郁い

く

蔵ぞ
う

は
そ
の
適
塾
に
入
り
、
洪
庵
と
義
兄
弟
と
な
っ
て
緒
方
姓
を
名
乗
り
、
の
ち
独
立
し
た
が
、
本
書
で
は
そ
の

郁
蔵
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
一
生
は
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
彼
の
生
き
様
を
た
ど
っ

て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
本
書
を
手
に
と
ら
れ
た
読
者
が
、
緒
方
郁
蔵
と
は
ど
う
い
う
人
な
の
か
最
初
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

次
に
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
こ
う
。

緒
方
郁
蔵
（
文
化
十
一
＝
一
八
一
四
年
〜
明
治
四
＝
一
八
七
一
年
）
は
備
中
国
簗
瀬
村
で
生
ま
れ
た
。
名
は
郁
、
字
は
子
文
、
俗

称
郁
蔵
、
研
堂
は
号
、
ま
た
独
笑
軒
主
人
と
号
し
た
。
幼
少
に
し
て
山や
ま

鳴な
り

大だ
い

年ね
ん

に
漢
籍
を
学
び
、
長
じ
て
江
戸
の
昌さ

か

谷や

精せ
い

渓け
い

に
漢
学

を
学
ん
だ
。
さ
ら
に
江
戸
の
坪つ
ぼ

井い

信し
ん

道ど
う

に
蘭
学
を
学
ん
だ
が
、
父
の
命
で
帰
郷
し
て
、
自
宅
で
の
勉
学
と
な
っ
た
。
天
保
九
年
（
一

八
三
八
）
同
門
の
緒
方
洪
庵
が
大
坂
で
蘭
学
塾
の
適
塾
を
開
い
た
の
で
、
山や
ま

鳴な
り

弘こ
う

斎さ
い

と
と
も
に
入
塾
し
、
多
く
の
医
書
を
翻
訳
し
て

適
塾
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
頃
に
開
業
し
、
蘭
学
塾
・
独
笑
軒
塾
を
開
い
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

に
は
洪
庵
ら
の
始
め
た
大
坂
の
除じ
よ

痘と
う

館か
ん

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
、
翌
嘉
永
三
年
、
種
痘
書
『
散さ

ん

花か

錦き
ん

囊の
う

』
を
適
適
斎
蔵

板
で
刊
行
し
て
い
る
。
一
方
で
、
み
ず
か
ら
の
研
究
書
『
日
新
医
事
鈔
』
シ
リ
ー
ズ
で
二
冊
の
出
版
を
行
い
、
続
刊
も
企
画
さ
れ
て

は
じ
め
に
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い
た
。

安
政
年
間
に
入
る
と
、
大
坂
在
住
の
ま
ま
、
土
佐
藩
か
ら
蘭
書
の
翻
訳
や
藩
士
の
教
育
を
依
頼
さ
れ
た
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）、

土
佐
藩
が
開
成
館
を
設
け
、
郁
蔵
は
医
局
の
教
頭
に
就
任
す
べ
く
土
佐
に
赴
い
た
。
明
治
元
年
帰
阪
し
て
大
阪
仮
病
院
の
設
立
に
参

加
し
、
大
阪
医
学
校
で
翻
訳
に
従
事
し
、
同
四
年
（
一
八
七
一
）
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
は
ボ
ー
ド
イ
ン

の
講
義
録
『
官
版
日
講
記
聞
』
十
一
冊
や
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
講
演
録
『
開
校
説
』
で
あ
る
。

本
年
（
平
成
二
十
六
年
）
は
緒
方
郁
蔵
生
誕
二
百
周
年
に
あ
た
り
、
そ
う
し
た
機
縁
も
あ
っ
て
記
念
の
出
版
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
お
目
通
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
緒
方
郁
蔵
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
大
学
少
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
七

位
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
没
後
五
十
年
を
記
念
し
て
従
五
位
の
位
階
追
贈
を
受
け
て
い
る
。

肖
像
画
に
つ
い
て　
　

緒
方
郁
蔵
の
肖
像
画
は
本
書
カ
バ
ー
や
図
１
〜
６
（
ⅳ
頁
）
に
あ
る
よ
う
に
、
現
在
六
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。

最
も
早
く
そ
の
存
在
が
広
く
認
め
ら
れ
た
の
は
、
日
本
医
史
学
研
究
の
第
一
人
者
・
富
士
川
游
氏
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

発
行
の
医
学
雑
誌
『
中
外
医
事
新
報
』
所
収
「
緒
方
郁
蔵
先
生
」
小
伝
中
に
掲
載
し
た
模
写
像
（
図
４
）
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
次

の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

備
中
ノ
儒
、
坂
（
阪
）谷
朗
廬
撰
フ
所
ノ
墓
誌
ヲ
見
ル
ニ
。
先
生
ノ
履
歴
性
行
紙
上
ニ
躍
出
シ
恍
ト
シ
テ
其
人
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
乃
チ

仮
字
ヲ
挿
ミ
、
コ
ヽ
ニ
之
ヲ
掲
グ
。
伝
中
ニ
挿
メ
ル
像
ハ
緒
方
氏
ノ
家
ニ
秘
蔵
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ヲ
借
リ
テ
摹
セ
シ
ナ
リ
。
謹
テ

緒
方
氏
ノ
厚
意
ヲ
謝
ス
（
明
治
二
十
九
年
三
月
一
日
富
士
川
游
記
）

こ
の
追
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
現
在
、
緒
方
家
に
は
す
で
に
郁
蔵
の
肖
像
画
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
を

摹ぼ

す
な
わ
ち
模
写
あ
る
い
は
素
描
し
た
の
で
あ
る
。
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『
贈
位
郷
賢
事
績
展
覧
会
記
念
誌
』（
大
正
十
三
＝
一
九
二
四
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
展
覧
会
に
緒
方
郁
蔵
の
三
男
・
四
郎
氏

が
「
独
笑
軒
塾
法
附
門
生
姓
名
」
な
ど
七
点
を
出
品
し
、
そ
の
な
か
の
一
点
に
「
緒
方
郁
蔵
写
真
」
と
あ
る
の
で
、
富
士
川
游
氏
閲

覧
の
肖
像
画
は
こ
れ
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
展
示
品
の
う
ち
、「
独
笑
軒
塾
法
附
門
生
姓
名
」
は
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
に
行
わ
れ
た
位
階
追
贈
関
係
資
料
の
な
か
に
複
写
さ
れ
て
残
っ
た
が
、
郁
蔵
写
真
を
ふ
く
む
展
示
品
の
す
べ
て
は
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
大
阪
空
襲
の
た
め
焼
失
し
た
と
み
ら
れ
る
。

現
存
す
る
六
点
の
肖
像
画
（
写
真
）
の
う
ち
、
現
在
緒
方
郁
蔵
の
生
家
・
大
戸
家
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
て
い
る
肖
像
画
（
図
３
）

に
つ
い
て
そ
の
由
来
を
大
戸
家
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
戦
前
に
岡
山
で
行
わ
れ
た
皇
　
す
め
ら
み
く
に

御
国
展
開
催
に
さ
い
し
て
、
事
務
局
か
ら

何
か
出
品
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
当
主
・
安や
す

氏
が
大
戸
家
所
蔵
古
写
真
（
名
刺
の
半
分
弱
の
大
き
さ
／
図
１
も
し
く
は
次
に
述
べ

る
図
２
）
を
使
用
し
て
井
原
町
（
現
：
井
原
市
）
の
今
岡
写
真
館
に
依
頼
し
て
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
肖
像
画
の
作

成
法
は
古
い
写
真
を
「
エ
ア
ブ
ラ
シ
」
と
い
う
写
真
修
正
術
を
使
っ
て
描
か
せ
た
も
の
で
、
神
戸
な
ど
の
専
門
業
者
に
発
注
し
た
と

思
わ
れ
る
（
井
原
市
の
石
井
写
真
館
・
石
井
義
浩
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

大
戸
家
に
は
も
う
一
枚
の
肖
像
画
（
図
２
）
が
あ
る
。
普
段
は
図
３
の
肖
像
画
を
収
め
た
額
縁
の
な
か
に
収
蔵
さ
れ
て
い
て
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
図
２
と
図
３
を
並
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
元
本
は
同
一
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
図
２
は
写
真
で
あ
っ

て
、
左
下
角
に
「
備
中
井
原
町
井
シ
イ
」（
現
：
石
井
写
真
館
）
の
名
が
み
え
る
。
石
井
写
真
館
は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

の
創
業
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
本
人
を
写
し
た
も
の
と
は
思
え
な
い
が
、
図
１
（
今
は
痛
み
が
ひ
ど
い
が
）
か
ら
作
成
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
図
４
（
富
士
川
游
氏
模
写
）
も
図
１
に
準
ず
る
写
真
（
四
郎
氏
宅
の
も
の
）
で
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
図
１
に
あ
る
「
故
大
学
少
博
士
正
七
位
」
の
肩
書
き
は
明
治
二
年
に
授
与
さ
れ
、
同
四
年
に
没
す
る
ま
で
の
間
に
撮
影
さ
れ
た

写
真
で
あ
る
が
、「
故
」
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
郁
蔵
が
没
し
た
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
珍
し
か
っ
た
写
真
が
何
か
の



vii

は
じ
め
に
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i

第
１
章　

生
い
立
ち
―
誕
生
か
ら
適
塾
入
門
ま
で

―

第
１
節　

生
い
立
ち
―
家
族
の
動
向
と
山
鳴
大
年
の
漢
学
塾

―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

第
２
節　

江
戸
に
お
け
る
漢
学
塾
・
昌
谷
精
渓
塾
と
蘭
学
塾
・
坪
井
信
道
塾
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

第
３
節　

郷
里
に
お
け
る
蘭
学
修
行
―
「
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
字
書
」
の
筆
写

―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

第
４
節　

緒
方
郁
蔵
の
適
塾
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

第
５
節　

養
子
問
題
と
洪
庵
と
の
義
兄
弟
―
緒
方
姓
を
名
乗
る

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

第
２
章　

独
笑
軒
塾
の
開
塾
と
そ
の
展
開

第
１
節　

独
笑
軒
塾
は
い
つ
で
き
た
か
―
年
代
・
塾
則
・
場
所

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

第
２
節　

ど
ん
な
人
が
入
門
し
た
か
―
「
門
生
姓
名
」
五
十
音
順
検
索

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

第
３
節　

除
痘
館
事
業
に
加
わ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33

第
４
節　

緒
方
郁
蔵
の
医
学
研
究
―
著
書
や
写
本
か
ら
み
て

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

第
５
節　

医
は
仁
術
―
緒
方
郁
蔵
の
書
軸
な
ど
か
ら
み
た
医
学
思
想

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

目　
　
　

次



viii

第
６
節　

独
笑
軒
塾
時
代
の
出
来
事
か
ら
み
た
緒
方
郁
蔵
の
人
と
な
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

第
３
章　

土
佐
藩
の
医
学
・
洋
学
研
究
と
緒
方
郁
蔵

第
１
節　

大
坂
に
お
け
る
土
佐
藩
の
仕
事
―
安
政
の
辞
令

―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

第
２
節　

土
佐
本
藩
勤
務
時
代
―
慶
応
二
〜
四
年（
明
治
元
年
）―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

第
４
章　

大
阪
医
学
校
時
代

第
１
節　

明
治
天
皇
の
行
幸
と
病
院
建
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

第
２
節　

大
阪
仮
病
院（
第
一
〜
二
次
）の
開
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72

第
３
節　

大
阪
府
病
院
と
大
阪
府
医
学
校
病
院
の
開
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

第
４
節　

大
名
の
診
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

第
５
節　

緒
方
郁
蔵
没
後
の
緒
方
家
―
子
ど
も
た
ち
と
道
平
の
家
族

―
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

第
６
節　

緒
方
郁
蔵
を
め
ぐ
る
人
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
86

第
５
章　

資　
　
　

料

⑴　
「
研
堂
緒
方
郁
蔵
先
生
伝
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
98

⑵　

研
堂
緒
方
先
生
碑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
113

⑶　

研
堂
緒
方
先
生
墓
喝
銘（
大
戸
家
所
蔵
一
枚
刷
り
碑
文
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
117



ix

⑷　

独
笑
軒
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
119

⑸　

独
笑
軒
塾
姓
名
録
「
門
生
姓
名
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
121

⑹　

独
笑
軒
塾
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
127

⑺　

緒
方
郁
蔵
関
係
書
状
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
130

⑻　

緒
方
少
博
士（
郁
蔵
）回
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
135

⑼　
『
開
校
説
』…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
137

⑽　

早
春
の
旅　

緒
方
研
堂
の
郷
村
梁
［
簗
］瀬

他（
嘉
治
隆
一
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
142

⑾　

父
祖
の
地
を
た
ず
ね
て（
緒
方
四
十
郎
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
147

緒
方
郁
蔵
年
譜
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
152

参
考
文
献
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
159

あ
と
が
き

挿
図
一
覧



3

第
１
節　

生
い
立
ち
―
家
族
の
動
向
と
山
鳴
大
年
の
漢
学
塾

―

大
戸
（
緒
方
）
郁
蔵
は
備
中
国
後し

月つ
き

郡
簗
瀬
村
の
出
身
で
あ
る
が
、
同
村
は
明
治
以
降
に
近
隣
の
町
村
と
同
じ
よ
う
に
合
併
を
繰

り
返
し
、
現
在
は
岡
山
県
井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
二
年
芳
水
村
簗
瀬
、
同
三
十
七
年
芳
井
村
簗
瀬
、
大
正

十
三
年
芳
井
町
簗
瀬
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
一
日
、
井
原
市
芳
井
町
梁
瀬
と
な
る
。
簗
瀬
の
周
囲
は
ど
ん
ど
ん
土
地

開
発
さ
れ
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
大
戸
家
と
そ
の
周
辺
は
現
在
も
な
お
田
舎
の
雰
囲
気
が
残
る
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
図
１
）。

大
戸
家
の
入
り
口
に
は
、「
緒
方
研
堂
旧
宅
」
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
大
戸
家
は
も
と
も
と
藤
原
姓
で
あ
っ
た
が
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）、
同
じ
備
中
国
小
田
郡
西
大
戸
村
（
現
：
笠
岡
市
内
）
か
ら
当
時
の
備
中
文
化
の
一
中
心
地
、
簗
瀬
に
移

住
し
、
そ
の
と
き
大
戸
姓
に
改
姓
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

大
戸
（
緒
方
）
郁
蔵
は
大
戸
万
吉
の
長
男
と
し
て
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
生
ま
れ
た
。
名
は
郁
、
字
は
子
文
、
独
笑

軒
・
研
堂
は
そ
の
号
、
通
称
が
郁
蔵
で
あ
る
。
大
戸
家
の
略
系
図
を
示
し
た
（
図
３
）。
大
戸
家
は
一
男
五
女
で
あ
っ
た
が
、
郁
蔵

は
十
四
歳
に
し
て
江
戸
に
出
た
が
故
あ
っ
て
帰
郷
す
る
な
ど
行
く
末
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
に
歳
月
が
経
過
し
て
、
後
述
の
よ
う
に
、

郁
蔵
二
十
五
歳
に
し
て
再
度
三
都
（
大
坂
）
に
出
た
た
め
、
五
女
の
す
へ
（
す
み
）
が
養
子
を
迎
え
て
跡
を
継
い
だ
。
以
来
今
日
ま

第１章　生い立ち

第
１
章　

生
い
立
ち
―
誕
生
か
ら
適
塾
入
門
ま
で

―
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学
士
入
学
し
た
関
西
大
学
史
学
科
を
卒
業
し
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら
歴
史
研
究
の
道
を
た
ど
っ
た
た
め
、
最
初
の
論

文
を
書
き
あ
げ
る
ま
で
に
十
余
年
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
論
文
が
「
緒
方
郁
蔵
と
独
笑
軒
塾
」（
昭
和
五
十
二
年
）
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
研
究
の
中
心
が
大
坂
の
除
痘
館
研
究
に
軸
を
移
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
後
は
折
々
に
郁
蔵
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
秋
に
、
郁
蔵
の
生
家
近
く
で
講
演
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
郁
蔵
伝
記
の
執
筆
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
い
た
っ
て
来
年
は
緒
方

郁
蔵
生
誕
百
周
年
と
な
っ
て
重
い
腰
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
に
ま
と
め
た
緒
方
郁
蔵
の
生
涯
は
ま
こ
と
に
不
十
分
な
も
の
で
、
読
者
が
郁
蔵
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
か
に
自
信
は
な
い
。
し
か
し
、
混
沌
と
す
る
幕
末
の
社
会
に
あ
っ
て
、
未
来
を
見
す
え
て
医
学
研
究
に
打
ち
込
ん

だ
郁
蔵
の
姿
か
ら
何
か
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
よ
う
。
時
代
の
王
道
は
歩
ま
な
か
っ
た
が
、
時
代
を
支
え
、
そ
の
時

代
の
証
言
者
に
な
り
得
る
よ
う
な
、
足
元
を
見
つ
め
た
日
々
の
生
活
は
現
代
に
お
い
て
も
生
き
る
力
を
与
え
よ
う
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
緒
方
洪
庵
が
江
戸
へ
赴
任
し
た
後
、
郁
蔵
の
往
診
に
出
か
け
る
輿こ
し

が
小
さ
な
輿
か
ら
大
輿

に
代
わ
っ
た
と
「
郁
蔵
略
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
本
家
に
遠
慮
し
て
い
た
郁
蔵
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。

郁
蔵
に
と
つ
て
、
こ
こ
か
ら
が
本
当
に
自
立
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
出
版
し
た

『
内
外
新
法
』
に
は
郁
蔵
の
医
学
研
究
に
と
り
く
む
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
と
大
坂
医
学
校
時
代
に
執

筆
さ
れ
た
二
本
の
書
軸
に
も
医
学
へ
の
と
り
く
み
が
語
ら
れ
て
い
る
（
四
二
・
四
八
頁
参
照
）。
真
摯
に
生
き
た
幕
末

あ
と
が
き
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蘭
方
医
の
生
き
様ざ

ま

を
物
語
る
。

二
年
間
の
土
佐
高
知
赴
任
は
よ
き
同
志
を
得
て
、
激
動
す
る
土
佐
藩
内
の
動
向
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
も
邁
進
し
た
。

維
新
を
迎
え
て
、
ボ
ー
ド
イ
ン
や
、
と
く
に
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
、
西
洋
の
医
学
を
中
心
に
最
新
科
学
を
伝
え
よ
う
と
す

る
御
雇
い
外
国
人
に
接
し
て
、
血
た
ぎ
る
想
い
で
日
々
仕
事
を
進
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
方
で
体
調
不
良
に
見

舞
わ
れ
、
悔
し
い
思
い
も
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
洪
庵
亡
き
後
、
大
阪
の
医
界
を
支
え
た
緒
方
郁
蔵
の
存
在
は
、

あ
の
『
開
校
説
』
に
み
る
エ
ル
メ
レ
ン
ス
の
希
望
に
満
ち
た
言
葉
の
翻
訳
に
開
花
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
を
出
版
す
る
に
当
た
り
、
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
、
岡
山
県
広
報
課
、
大
洲
市
立
博
物
館
、
先
人
顕
彰

会
・
井
原
、
静
嘉
堂
文
庫
、
緒
方
洪
庵
記
念
財
団
、
朝
日
新
聞
社
、
中
央
公
論
社
、
大
戸
家
（
大
戸
貴
美
江
・
大
戸
陽

子
両
氏
他
）、
緒
方
家
（
緒
方
一
太
郎
・
緒
方
四
十
郎
・
緒
方
紘
一
・
緒
方
尚
紘
各
氏
他
）、
梅
溪
昇
、
水
田
紀
久
、
米

田
該
典
、
浅
井
允
晶
、
園
尾
裕
、
片
山
純
一
、
大
島
千
鶴
、
石
井
義
浩
、
山
成
遠
平
、
山
田
広
志
、
川
上
潤
、
福
田
舞

子
の
各
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
思
文
閣
出
版
の
原
宏
一
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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